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江戸川

千葉県

北千葉取水場

利根川

千葉市

北千葉浄水場

昭和　　　　　年

３月
●設立許可
●経営認可

昭和　           年

６月　
●第1期施設供用開始

一部構成団体へ給水開始
（施設能力133,600m 3／日）

昭和             年

４月　
全構成団体へ給水開始

昭和　           年

４月　
●第２期施設供用開始

（施設能力267,100m 3／日）

昭和　            年

４月　
●第３期施設供用開始

（施設能力400,700m 3／日）

平成　    年

　7月　
●第4期浄水施設供用開始

（浄水施設能力534,200m 3／日）

　3月　
●創設事業終了

（総事業費2,032億円）

平成　        年13
　3月　

●変更認可
（浄水方法の変更）

平成 　        年21
　12月　

●高度浄水施設
（第一期）が稼動

（施設能力470,000m3／日）

平成    　        年26 令和　    年

　3月　
●高度浄水施設
（第2期）が完成

（施設能力525,000m3／日）
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　このような状況から、北千葉広域水道企業団

はこれら千葉県北西部地域の逼迫する水需要に

対処するため、広域的観点から千葉県、松戸市、

野田市、柏市、流山市、我孫子市、関宿町※、沼南

町※、習志野市及び八千代市を構成団体とした1

県7市2町の共同事業による水道用水供給事業体

として昭和48年3月に発足し、水源を利根川水系

江戸川に求め、一日最大534,200m3の水道用水

の供給を目途に事業を開始しました。

　昭和48年度から建設に着手した創設事業は、

構成団体の水需要の動向に合わせ、第一期から

第四期施設に区分した建設工程により施設整備

を進めました。

　この結果、平成7年度に最終目標である

534,200m3/日（現在は計画一日最大給水量

525,000m3）に見合う浄水施設等が完成し、また、

平成12年度において全ての施設が完成したこと

により、28年間にわたる創設事業が終了しました。

　平成21年度からは、より安全で良質な水道水

を安定的に供給するため、「高度浄水施設」の建

設に着手し、平成26年12月から供用を開始しま

した。

※関宿町は、平成15年6月6日に野田市と合併

※沼南町は、平成17年3月28日に柏市と合併



計画一日最大給水量

給水開始年月日

525,000 m3

一部構成団体へ給水開始      昭和54年6 月1 日

全構成団体へ給水開始    　  昭和56年4 月1 日

○創設事業
　事業期間
　総事業費

・昭和48年度～平成12年度　　（28カ年）

・2,032億円

○高度浄水施設建設事業
　事業期間

　総事業費

・平成21年度～平成27年度　　（7カ年）

・平成29年度～令和元年度　    （3カ年）

・189億円（第一期分・第二期分：525,000m3/日）
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渡良瀬遊水池
0.505m3/s

思
川

思川開発
0.313m3/s

八ッ場ダム
0.350m3/s

奈良俣ダム
1.044m3/s

北千葉導水路
4.320m3/s

北千葉取水場
（松戸市）

北千葉浄水場
（流山市）

水源（完成）

水源（建設中）

吾妻川
渡
良
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渡良瀬遊水池

平成12年度供用開始

平成 3 年度供用開始

平成 2 年度供用開始

令和 2 年度供用開始

奈良俣ダム　提供：独立行政法人水資源機構



特高受変電設備 自家用発電設備 計算制御設備

固定無線設備

取水口

江
戸
川

取水渠

接合井取水門
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調圧水槽特高変電所

自家用発電機棟
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取水・導水施設
施設名 構造・寸法 数量

取水口 幅 20.0m（5.0m× 4連）　取入れ水深 1.186m　RC造 1式

取水門 径間 2.3m×呑口高 2.7m　鋼製ローラーゲート
電動ワイヤーロープ巻取式 2門

取水渠 幅 2.3m×高さ 2.7m×長さ 127m　RC造 2連

接合井 幅 7.8m×長さ 9.1m×有効水深 3.2m　有効容量 217m3　RC造 2井

取水管 φ 3,200mm鋼管 405m

沈砂池 幅 9.0m×長さ 45.0m×有効水深 3.1m　有効容量 1,255m3
RC造 4池

活性炭注入棟 延床面積 2,014m2　地上 1階　地下 1階　SRC造 1棟

活性炭注入設備 乾式（乾燥粉末活性炭）　貯留容量 450m3（150m3 × 3槽） 1式

原水 pH調整設備 濃硫酸・希釈注入式　貯留容量 40m3（20m3 × 2槽） 1式

取水ポンプ棟 延床面積 2,985m2　地上 2階　地下 2階　SRC造 1棟

取水ポンプ設備 立軸片吸込渦巻ポンプ　99.7m3/ 分× 20m× 4台
　　　　　　　　　　　49.85m3/ 分× 20m× 2台 1式

調圧水槽 有効容量 483m3　PC造 1箇所

特高受変電設備 受電 66kV　常用・予備 2回線受電　ガス絶縁開閉装置 1式

自家用発電機棟 延床面積 470m2　地上 1階　RC造 1棟

自家用発電設備 ガスタービンエンジン　2,500KVA×１台 1式

導水管 φ 2,400mm鋳鉄管・鋼管 4,951m

　原水は、利根川水系江戸川の河口から約25km上流にある 

取水口から取水し、約400m離れた取水場の沈砂池で砂を沈降

させ、取水ポンプで約5km離れた浄水場へ送ります。

所 在 地　松戸市七右衛門新田539-2番地
敷地面積　30,473m2

川から導かれた原水は、取水場で
砂や泥などがとり除かれます。



特高受変電設備 自家用発電設備 計算制御設備 高架水槽

和
田
堀

中央管理本館
（流山庁舎）

中間ポンプ
施設

薬
品
注
入
館

高架水槽

生物活性炭処理施設

オゾン
処理施設

送水ポンプ棟

管理棟 2次濃縮槽

1次濃縮槽

1次濃縮槽

分配槽

至野
田

至松
戸

自家用発電機棟

特高変電所

着水井

排水池

1系凝集池 2系凝集池

1系急速ろ過池（上）

1系浄水池（下）

2系急速ろ過池（上）

2系浄水池（下）

3系急速ろ過池（上）

4系急速ろ過池（上）

3系浄水池（下）

4系浄水池（下）

1系薬品沈澱池 2系薬品沈澱池

4系凝集池 3系凝集池

4系薬品沈澱池 3系薬品沈澱池

排水処理施設

　浄水場に送られてきた原水は着水井を経て、薬品混和

池に入ります。ここで原水の濁質分を凝集させるための

薬品を添加し、よくかき混ぜた後、薬品沈澱池へ送って

原水の濁りを沈澱させます。

　次に、オゾン処理施設でオゾンの強力な酸化力により、

異臭味やトリハロメタン等の原因となる有機物を分解し、

さらに生物活性炭処理施設で分解された有機物を活性炭

の吸着力と微生物の働きによって取り除きます。

　続いて、ろ過池でろ過した後、塩素で消毒した浄水を

浄水池で貯留し、送水ポンプと送水管によって各構成団

体の受水槽に送水します。

　この広い範囲にわたる水道施設を運用するため、浄水

場中央管理本館にコンピュータを設置し、水質の管理、

施設の効率的な運用及び施設全体への迅速な運転指令

の一元化を図っています。

所 在 地　流山市桐ヶ谷130番地
敷地面積　152,560m2

浄水施設
施設名 構造・寸法 数量

着水井 流入吹上減勢式　前方準円形　径 10.0m×有効水深 5.7m　
後方台形　幅 7.2 ～ 9.0m×長さ 7.83m×有効水深 6.7m　有効容量 785m3　RC造 1井

薬品混和池 ポンプ拡散式　幅 4.0m×長さ 11.3m×有効水深 4.1m　有効容量 183m3　RC造 4池

フロック形成池 水平う流式　幅 16.8m×長さ 30.4m×有効水深 4.1m　有効容量 1,736m3　RC造 8池

薬品沈澱池 半上向流方式　前段横流式　後段傾斜管式　幅 30.0m×長さ 43.8m×有効水深 4.1m
有効容量 5,183m3　処理能力 71,800m3/ 日　RC造 8池

中
間
ポ
ン
プ

施
設

中間ポンプ棟 延床面積 3,296.75m2　地上 1階　地下 2階　RC造 1棟

中間ポンプ井 6,000m3 × 2池　全体 12,000m3　有効水深 5.9m 2 池

中間ポンプ設備 横軸両吸込渦巻ポンプ　129.4m3/ 分× 22m× 4台 1式

オ
ゾ
ン

処
理
施
設

オゾン棟 延床面積 3,369.64m2　地上 2階　地下 1階　RC造 1棟

オゾン発生装置 円筒多管水冷式　無声放電方式　オゾン発生量 12kgO3/h　オゾン濃度 35g/Nm3 4 台

オゾン接触池 下向管方式　接触水深 47.0m　内径 4.7m、外径 7.1m　RC造 4池
生
物
活
性
炭

処
理
施
設

生物活性炭処理棟 延床面積 1,253.56m2　地上 1階　RC造 1棟

生物活性炭吸着池 自然平衡型　吸着池面積 78.1m2（14.2m× 5.5m）
ろ過速度 線速度 240m/ 日（最大）　空間速度 5.0hr-1　RC造 32池

急速ろ過池 単層重力式　自己逆洗型水位平衡サイフォン式　幅 11.0m×長さ 12.3m×有効水深 1.525m
ろ過面積 100.9m2　ろ過速度 120m/ 日　処理能力 11,965m3/ 日　RC造 48池

塩素混和池 上下う流式　幅 4.35m×長さ 8.8m×有効水深 4.0m　有効容量 196m3　RC造 4池

浄水池 水平う流式　幅 33.6m×長さ 72.3m×有効水深 5.4m　有効容量 11,596m3　RC造 4池

中央管理本館 延床面積 6,872m2　地上 3階　SRC造　事務室、中央管理室、水質試験室、PRホール等 1棟

電気計装設備 計算制御設備、遠方監視制御設備等 1式

薬品注入館 延床面積 3,188m2　地上 1階　地下 1階　RC造 1棟

薬品注入設備
自然流下注入方式
　次亜塩素酸ナトリウム　貯留容量 600m3（200m3 × 3槽）
　ポリ塩化アルミニウム　貯留容量 510m3（170m3 × 3槽）
　液体苛性ソーダ　貯留容量 219m3（73m3 × 3槽）

1式

高架水槽 有効容量 270m3　高さ 42.4m　RC造 1槽

特高受変電設備 受電 154KV　平行 2回線受電　ガス絶縁開閉装置 1式

自家用発電機棟 延床面積 845m2　地上 1階　RC造 1棟

自家用発電設備 ガスタービンエンジン　4,000KVA× 2台 1式

排水池
幅 12.0m×長さ 27.0m×有効水深 4.6m　有効容量 1,435m3　RC造 2池
汚泥移送ポンプ　3.517m3/ 分× 30.5m× 2台
着水返送ポンプ　17.1m3/ 分× 32.5m× 3台 1式

排水処理施設
施設名 構造・寸法 数量

管理棟 延床面積 5,933m2　地上 3階　RC造 1棟

分配槽 幅 5.0m×長さ 19.0m×有効水深 4.0m　有効容量 380m3　RC造 2池

1次濃縮槽

幅 20.0m×長さ 20.0m×有効水深 5.0m　有効容量 2,000m3　RC造× 4池

6池幅 22.0m×長さ 22.0m×有効水深 5.0m　有効容量 2,400m3　RC造× 1池

幅 19.0m×長さ 19.0m×有効水深 5.0m　有効容量 1,800m3　RC造× 1池

2次濃縮槽 幅 11.0m×長さ 11.0m×有効水深 5.0m　有効容量 605m3　RC造 2池

脱水装置 横型加圧脱水機（無薬注）× 8台 1式

送水施設
施設名 構造・寸法 数量

送水ポンプ棟 延床面積 6,131m2　地上 2階　地下 2階　RC造 1棟

送水ポンプ設備 横軸両吸込渦巻ポンプ　100m3/ 分× 70m× 5台 1式

送水管路（支線含む） φ 2,000 ～φ 300mm 110,333m

流山～柏線 φ 2,000 ～φ 300mm 30,117m

流山～我孫子線 φ 1,000 ～φ 400mm 15,797m

流山～関宿線 φ 900～φ 300mm 29,737m

船橋～習志野・八千代線 φ 1,000 ～φ 500mm 13,352m

沼南～我孫子線 φ 900～φ 600mm 9,346m

県水共有線 （県営水道共有施設） 11,984m

中継ポンプ場及び調整池

花井中継ポンプ場
　横軸両吸込渦巻ポンプ　24.9m3/分×58m×3 台　ポンプ井有効容量 5,000m3　RC造
中里中継ポンプ場、調整池
　横軸両吸込渦巻ポンプ　4.0m3/ 分×60m×3台　自家用発電設備（ガスタービン375kVA×1台）
　次亜生成装置 1式　調整池有効容量 10,000m3　PC造

2箇所

調圧水槽 三輪野山調圧水槽　有効容量 1,145m3　PC造　南増尾調圧水槽　有効容量 1,578m3　PC造
西初石調圧水槽　有効容量 236m3　RC造　古和釜調圧水槽　有効容量 190m3　PC造 4箇所

県営水道共有施設
施設名 構造・寸法 数量

送水管 φ 2,000 ～φ 1,200mm 11,984m

沼南給水場 横軸両吸込渦巻ポンプ　79.4m3/ 分× 45m× 3台　39.7m3/ 分× 45m× 3台
配水池有効容量 53,400m3　RC造　調整池有効容量 53,400m3　RC造 1式

北船橋給水場 横軸両吸込渦巻ポンプ　21.9m3/ 分× 35m× 3台　ポンプ井有効容量 711m3　RC造 1式



排水処理施設

急速ろ過池
砂ろ過層を通過させ細かな濁質分を除去する池。

構成団体受水槽送水ポンプ

八ッ場ダム

奈良俣ダム

思川開発（建設中）

渡良瀬遊水池

北千葉導水路

中間ポンプ施設

中間ポンプ

排水処理脱水機
薬品沈澱池から送られてきた濁質分は、濃縮・
脱水処理が施された後、セメント原料や改良
土原料として再利用している。

取水門
河川洪水時の流量調節や水質異常時の取水停止の
ためのゲート開閉を行う施設。

着水井
取水場から導水された原水の水位などを調節する施
設。

フロック形成池
原水中の濁質分を凝集するため、薬品を添加し攪拌
する池。

薬品沈澱池
凝集した原水中の濁質分を沈降させる池。沈降した
濁質分は掻き集められ、排水処理施設に送られる。

沈砂池
原水とともに流入してきた粒子の大きな砂質分を沈
降させる池。

取水ポンプ

中央管理本館

取水口 取水門 接合井 沈砂池 取水ポンプ
導水管 着水井

フロック形成池
薬品混和池

薬品沈澱池

急速ろ過池

薬品注入館　　

浄水池 送水ポンプ

高架水槽 送水管
流山～関宿線

送水管
流山～我孫子線

送水管
流山～柏線

送水管
船橋～習志野・八千代線

受水槽

受水槽

受水槽

江戸川

中間ポンプ施設

オゾン処理施設 生物活性炭処理施設

中央管理室

オゾン発生装置

粒状活性炭

オゾン処理施設
オゾンを注入し、オゾンの強力な酸化力により有機物
を分解する施設。

生物活性炭処理施設
オゾンにより分解された有機物を活性炭の層に通し
て、除去する施設。

オゾン接触池
（上部から撮影）
接触水深47m

活性炭吸着池
ここに層厚2mの粒状活性
炭を敷き詰めている。

取水口
江戸川から原水を取り入れる入口。



　近年の水源水質の汚濁は、都市化の進展及び産業の高

度化とともに複雑かつ多様化しており、これによる水道原

水の汚染が懸念される状況にあります。

　こうしたことから、水道水の水質管理にあたっては、水源

水質の汚濁に対応して、異臭味及びトリハロメタン類など

消毒副生成物の低減化をはじめ、様々な化学物質による水

質汚染など新たな課題に的確に取り組んでいかなければ

なりません。

　これら諸課題に対応するため、北千葉浄水場では、安心・

安全でおいしい水道用水をお届けできるよう平成26年12月

からオゾン処理と生物活性炭処理を組み合わせた高度浄

水処理を導入しました。

　さらに、水源水質事故等が発生した場合の水質調査・監

視体制の整備、関係機関等との連絡体制の構築、水質測定

車や検査機器等の必要機材の整備、職員の訓練などを通

じて危機管理体制の強化を図っています。

　この他、将来にわたって適切な浄水処理を行っていくた

め様々な調査・研究を行い技術継承や向上に取り組むとと

もに、構成団体から水質検査を受託することにより広域的

な共同水質検査体制を構築しています。

放射性物質測定

水質試験車

顕微鏡観察機器分析（ICP-MS） 細菌検査

採水



資機材備蓄震災訓練（震災対策本部） 沼南調整池内部

耐震管（ダクタイル鋳鉄管口径 1650mm）

利根運河水管橋

●
災
害
に
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て

●
災
害
に
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え
て

災害に備えて、水道施設の健全性を確保するとともに、
災害発生時の対応能力の強化に取り組んでいます。

　水道は、社会にとって必要不可欠な施設であり、災害時など

においても断水することなく水を供給する必要があります。

　このため、水道施設の定期的な点検や整備を実施することは

もとより、老朽化した設備を更新することにより、水道施設の

健全性を確保するとともに、施設の耐震化や浸水被害軽減化に

向けた対策にも取り組んでいます。

　また、仮に断水が発生した場合においても、その被害の軽

減や迅速な復旧が出来るよう、マニュアルの整備や訓練の実

施など対応能力の強化に取り組んでいます。



〔持 続〕

健全な経営

基本理念と5つの基本方針

〔環 境〕

環境保全

〔国 際〕

国際貢献

〔安 定〕

安定した給水

〔安 心〕

安全で良質な水の供給 基 本 理 念

信頼される広域水道を将来へ

「より安心して利用できる水道」の構築に向け、
施策の着実な推進に取り組んでいきます。

　北千葉広域水道企業団では、今後も安全かつ安定した水道用水の確実な供給を継続的に行うため、「信

頼される広域水道を将来へ」を基本理念に掲げ、その実現に向けた５つの基本方針「安心」「安定」「持続」

「環境」「国際」のもと、水道を取り巻く現状と課題に積極的に取り組みながら、効率的な事業運営を図っ

ていきます。

●高度浄水施設の導入等により浄水水質の

改善を図ります。

●精度管理の徹底及び水安全計画の着実な

推進により品質管理の一元化を実施します。

●計画的かつ効率的な設備投資を行うと 

ともに、起債の抑制等による長期債務の

圧縮に努めます。

●適切な定員管理と確実な技術継承等に

より、人材育成に努めます。

●ホームページや広報誌を媒体とした情報

発信に積極的に取り組みます。

●維持管理業務及び施設保全工事等を適切

かつ効率的に執行します。

●構成団体との相互応援体制の強化と必要な

施設整備に取り組みます。

●地球温暖化対策実行計画に基づいた

温室効果ガスの排出削減に努めます。

●水道用水供給事業体として求められる

　協力体制の構築等に努めます。
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北千葉広域水道企業団設置促進協議会が発足（会長　千葉県知事）

北千葉広域水道企業団設立許可（１県７市２町で設立）

北千葉広域水道用水供給事業経営の認可

創設事業に着手（創設事業費 449 億円）

北千葉広域水道用水供給事業経営の変更認可（取水地点の変更）

利根川広域導水事業（野田導水事業）において4.320m3/sの水配分

創設事業費を1,165 億7,000万円に改定

第一期施設が完成し供用を開始（施設能力 133,600 m3/日）

一部構成団体に給水を開始

奈良俣ダム建設事業において0.200 m3/sの水源を確保

創設事業費を1,694 億5,100万円に改定

全構成団体へ給水を開始

利根川広域導水事業（北千葉導水事業）において4.320m3/sの水源を確保

第二期施設が完成し供用を開始（施設能力 267,100m3/日）

創設事業費を1,860億9,500万円に改定

八ッ場ダム建設事業において0.350m3/sの水源を確保

第三期施設が完成し供用を開始（施設能力400,700m3/日）

奈良俣ダムが概成し供用を開始

戸倉ダム建設事業において0.115m3/sの水源を確保

創設事業費を2,072億2,500万円に改定

第四期浄水施設が完成し供用を開始（浄水施設能力が最終目標である534,200m3/ 日となる）

創設事業費を2,033億5,400万円に改定

利根川広域導水事業（北千葉導水事業）が完成し供用を開始

思川開発事業において1.060m3/sの水源を確保

創設事業が終了（総事業費2,031億9,700万円）

思川開発事業の見直しに伴い0.313m3/sに変更

野田市、関宿町が合併し、野田市となる（構成団体：１県７市１町）

柏市、沼南町が合併し、柏市となる（構成団体：1県7市）

渡良瀬遊水池総合開発事業及び奈良俣ダム建設事業において1.349m3/s（渡良瀬0.505m3/ s、
奈良俣0.844m3/ s）の水源を確保

戸倉ダム建設事業の廃止（戸倉ダム建設事業からの撤退）

北千葉広域水道用水供給事業経営の変更認可（浄水方法の変更）
　浄水方法の変更　「凝集沈澱、急速ろ過方式」から「凝集沈澱、オゾン、生物活性炭、急速ろ過方式」（高度浄水処理）に変更

高度浄水施設（第一期）が稼動（施設能力 470,000 m3/日）

高度浄水施設（第二期）が完成（施設能力 525,000 m3/日）

八ッ場ダムが完成し供用を開始
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